
亜細亜大学アジア研究所所報

1 1

第135号 平成21年７月17日

野
　
副
　
伸
　
一

　
竹
島
（
韓
国
名
独
島
）
を
巡
る
日
韓
の
対
立
は
、
両

国
民
に
不
快
感
を
与
え
、
未
来
志
向
、
即
ち
今
後
起
こ

る
で
あ
ろ
う
大
き
な
問
題
に
対
す
る
共
同
歩
調
を
取
り

に
く
く
さ
せ
て
い
る
。
喉
に
刺
さ
っ
た
刺
が
、
両
国
民

に
心
理
的
制
約
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
書
『
竹
島
密
約
』
は
、
竹
島
問
題
を
巡
る
対
立
に

新
た
な
る
視
点
を
提
供
し
て
い
る
。
一
九
六
五
年
の
日

韓
正
常
化
交
渉
で
も
最
後
ま
で
揉
め
た
の
が
、
こ
の
竹

島
問
題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
両
国
指
導
層
は
問
題
を

「
未
解
決
の
解
決
策
」、
即
ち
「
解
決
せ
ざ
る
を
も
っ

て
、
解
決
し
た
と
み
な
す
」
と
い
う
密
約
で
乗
り
越
え

た
。
両
国
指
導
層
の
英
知
と
胆
力
が
そ
れ
を
可
能
に
さ

せ
た
。
本
書
は
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
両
国
の
交
渉
と
内

部
事
情
を
丹
念
に
追
い
、
戦
後
日
韓
関
係
の
「
特
異

性
」
を
浮
き
彫
り
に
さ
せ
て
い
る
。
巻
措
く
能
わ
ず
の

感
が
あ
る
。

　
本
書
の
章
立
て
構
成
を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。
プ
ロ

ロ
ー
グ
の
「
『
未
解
決
の
解
決
』
は
な
ぜ
成
立
し
た
の

か
」
で
は
、
最
後
の
懸
案
で
あ
っ
た
竹
島
問
題
を
巡

り
、
河
野
一
郎
国
務
大
臣
と
丁
一
権
国
務
総
理
の
間
で

の
密
約
成
立
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
第
一
章
「
暗
中
模
索
の
時
代
」
で
は
、
李
承
晩
時
代

の
日
韓
関
係
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
李
承
晩
ラ
イ
ン
の

設
定
に
よ
る
日
本
漁
船
の
拿
捕
と
い
う
韓
国
側
の
強
硬

策
が
展
開
さ
れ
る
中
で
、
岸
信
介
総
理
は
矢
次
一
夫
を

ソ
ウ
ル
に
派
遣
し
関
係
改
善
を
図
る
。
し
か
し
李
大
統

〈
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〉
ロ
ー
・
ダ
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ル
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草
思
社
、
二
〇
〇
八
年
十
一
月

領
と
岸
総
理
の
下
野
で
交
渉
は
立
ち
消
え
と
な
る
。

　
第
二
章
「
叔
父
と
甥
の
対
日
外
交
」
で
は
、
朴
正
熙

政
権
の
登
場
で
韓
国
の
対
日
外
交
は
大
き
く
進
展
す

る
。
経
済
開
発
を
至
上
命
題
と
す
る
朴
政
権
は
資
金
導

入
を
図
る
た
め
日
本
と
の
正
常
化
交
渉
を
急
い
だ
。
対

日
交
渉
の
前
面
に
出
た
の
が
朴
大
統
領
の
甥
の
金
鍾
泌

で
あ
る
。「
大
平
・
金
メ
モ
」
に
よ
っ
て
請
求
権
問
題

は
処
理
さ
れ
、
李
承
晩
ラ
イ
ン
は
過
去
の
も
の
と
な
る
。

　
第
三
章
「
新
し
い
日
韓
ロ
ビ
ー
」
で
は
、
政
治
的
に

失
脚
し
た
金
鍾
泌
の
後
釜
と
し
て
登
場
し
た
の
が
丁
一

権
総
理
で
あ
っ
た
。
日
本
側
で
も
交
渉
に
大
き
な
影
響

力
を
持
っ
て
い
た
大
野
判
睦
が
な
く
な
り
、
そ
の
後
を

継
い
だ
の
が
河
野
一
郎
国
務
大
臣
で
あ
っ
た
。
両
国
と

も
表
の
外
交
ル
ー
ト
と
裏
の
外
交
ル
ー
ト
を
駆
使
し
て

交
渉
の
進
展
を
図
る
。

　
第
四
章
「
竹
島
密
約
」
で
は
、
竹
島
問
題
を
「
棚
上

げ
」
す
る
と
の
密
約
で
処
理
す
る
経
緯
が
詳
細
に
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
「
解
決
せ
ざ
る
を
も
っ
て
、
解
決
し
た

と
み
な
す
」
と
い
う
「
棚
上
げ
論
」
は
日
韓
双
方
に

と
っ
て
都
合
の
良
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
棚
上
げ
論

で
日
韓
正
常
化
交
渉
は
一
気
に
妥
結
に
向
か
う
。

　「
竹
島
密
約
」
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

（
本
書
ｐ
２
０
８
参
照
）。「
竹
島
・
独
島
問
題
は
、
解

決
せ
ざ
る
を
も
っ
て
、
解
決
し
た
と
み
な
す
。
し
た

が
っ
て
、
条
約
で
は
触
れ
な
い
。
（
イ
）
両
国
と
も
自

国
の
領
土
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
を
認
め
、
同
時
に

そ
れ
に
反
論
す
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
。
（
ロ
）
し
か

し
、
将
来
、
漁
業
区
域
を
設
定
す
る
場
合
、
双
方
と
も

竹
島
を
自
国
領
と
し
て
線
引
き
し
、
重
な
っ
た
部
分
は

共
同
水
域
と
す
る
。
（
ハ
）
韓
国
は
現
状
を
維
持
し
、

警
備
の
増
強
や
施
設
の
新
設
、
増
設
を
行
わ
な
い
。

（
ニ
）
こ
の
合
意
は
以
後
も
引
き
継
い
で
い
く
。
」

　
第
五
章
「
二
つ
の
喪
失
」
で
は
、
六
五
年
の
国
交
正

常
化
が
四
〇
年
以
上
経
過
し
た
現
在
、
竹
島
密
約
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
著
者
は
「
竹
島
密
約
は
二
つ
の

意
味
で
失
わ
れ
た
」
と
主
張
す
る
。
一
つ
は
「
紙
の
喪

失
」
で
、
取
り
決
め
文
書
そ
の
も
の
が
失
わ
れ
た
こ

と
、
も
う
一
つ
は
「
精
神
の
喪
失
」
で
、
金
泳
三
政
権

以
降
竹
島
密
約
の
趣
旨
や
精
神
が
韓
国
側
で
継
承
で
き

な
か
っ
た
こ
と
、
を
指
摘
す
る
。
こ
の
二
つ
の
喪
失
の

中
で
、
日
韓
関
係
は
パ
ラ
ダ
イ
ム
的
変
化
を
遂
げ
た
。

　
エ
ピ
ロ
ー
グ
「
先
人
の
『
知
恵
』
を
い
か
に
し
て
受

け
継
ぐ
か
」
で
は
、
著
者
は
竹
島
密
約
を
「
浪
花
節
的

な
日
韓
関
係
の
産
物
」
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
よ
う
な
両
国
間
の
文
化
は
「
親
日
的
な
世

界
観
を
も
っ
て
い
た
軍
事
政
権
の
終
息
と
と
も
に
幕
を

下
ろ
し
た
」
と
す
る
。
著
者
は
最
後
に
「
今
四
〇
年
前

と
は
別
の
文
化
を
も
つ
日
韓
両
国
民
の
英
知
と
想
像
力

が
試
さ
れ
て
い
る
」
で
本
書
を
結
ん
で
い
る
。

　
余
韻
の
残
る
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
あ
る
が
、
本
書
は
一

部
の
人
の
間
で
知
ら
れ
て
い
た
「
竹
島
密
約
」
を
両
国

の
関
係
者
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ウ
や
資
料
の
渉
猟
等
で
追

究
し
た
点
で
、
極
め
て
貴
重
な
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
と
言
え

る
。
ま
た
「
日
韓
癒
着
」
と
も
評
さ
れ
る
よ
う
な
国
を

超
え
た
濃
密
な
人
間
関
係
が
織
り
成
す
日
韓
正
常
化
交

渉
の
舞
台
裏
を
活
写
し
た
点
で
、
一
級
の
証
言
記
録
と

も
言
え
る
。
韓
国
人
で
あ
る
著
者
が
デ
リ
ケ
ー
ト
な
内

容
に
挑
戦
し
た
勇
気
に
敬
意
を
表
し
た
い
。


